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〔提案理由〕

議会議員としてあるまじき言動，民主主義を冒涜した関戸議員に反省を求め

るもの。



関戸 勇議員の反省を求める決議（案）

当市議会総務文教常任委員会は，これまで本年１月の滋賀県大津市への視察

から数多くの委員会を開催し，いじめ防止対策に関する条例等への提言に向け

て調査を進めてきた。

今定例会，委員会の提言案が確定したため，「いじめ防止対策提言に関する決

議案」として委員全員の賛成によって決定した。

当決議文作成に当たって，委員以外の意見もしっかりと反映することができ

るよう委員会審査の数日前に正副委員長案を渡し，全委員は自己が所属する会

派の議員等から参考意見をあらかじめ確認した上で９月８日の委員会に臨んだ

ところである。関戸議員は，これまでの経過を踏まえ，同日の委員会でも当決

議案にも賛成し，提出者として署名もなされた。

しかし，９月１９日，落合総務文教常任委員長に対し当決議案の修正を求め

られたが，法令等に違反することならば，再度，委員会を招集して決議案の協

議をする必要性は当然と考えるが，当日の関戸議員の求めは，９月８日の委員

会時に発言するならまだしも，自身も賛成しておきながら全委員が賛成して提

出をしたものについて事後修正する理由には全く当たらないものである。

議員として，また所属委員として事前の調査研究や調整を十分にせず，委員

会審査が散会してからこのような言動をすることは，議会議員としてあるまじ

きものであり，民主主義を冒涜するものである。

よって，取手市議会は，関戸議員に対し十分反省を求める。

以上，決議する。
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